
伝熱・結露

熱貫流量q［w］
＝A［壁の面積］/R［熱貫流抵
抗］×（t１-t0）［内外温度差］

熱伝導比抵抗と温度分布
均一な壁 熱流；一定

熱伝導比抵抗；大 温度勾配；急

熱伝導率λ

比重；大→熱伝導率；大 金属〉石〉木材〉ポリ

水分；含有大（多）→　　　　　
熱伝導率；大

グラスウール

かさ比重小；熱伝導大

熱伝導率；　　　　　　　　　
コンクリートの１/20～１/30

湿気を含むと熱伝導抵抗；小

 16kg/m３

32kg/m３ ；断熱性高い

同じ材料

高温になるほど熱伝導率；大き
くなる

壁体；　　　　　　　　　　　
表面に当たる風速の影響　有

熱損失係数

各部位の熱損失を床面積と室内
外の温度差で割ったもの

値；小
床面積あたりの熱損失が少ない

エネルギー消費；小

伝熱計算 壁体熱伝達率
屋外；23W /（m２・K） 20/kcal(m2・h・℃）

屋内；９W /（m２・K） ８/kcal(m2・h・℃）

熱容量
＝比熱×質量

熱容量；大
温まりにくい⇄冷めにくい

室温変動；緩やか 室温；変動幅→小

空気層の熱抵抗断熱効果；向上

アルミ箔

片面or両面

断熱効果；２倍以上

内/外効果；差なし

密閉度；高

２～４cm程度

内部結露の防止

断熱材室内側（高温高湿側）に防湿層

通気層；有効壁体内の湿気を排除

外断熱構造有効

表面結露の防止

壁体；断熱性能；高く（向上）
出隅・隅角部

ヒートブリッジ　避ける

換気絶対温度；下げる

壁表面家具等隙間を設ける空気流動させる

北側の外壁；接する押入れを設けない；配慮

内断熱、外断熱効果変わらない

結露

表面結露
壁面温度→空気の露点温度より
低い

内部結露
壁面内

ある位置で→空気の露点温度よ
り低い

断熱性低下の要因

暖房された室につながる暖房さ
れてない室→結露起こりやす

二重サッシ内側サッシ気密性；高くする

引き違いのはめ込みガラス　　　　　　
１枚ガラス→複層ガラス

遮音性能は期待できない

断熱性の向上


